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抄録：
本研究は、戦後昭和 23 年 4 月 1 日に改称し再出発した日本点字図書館の創設者である本間の
窮地を救った岩波書店と岩波書店の呼びかけによる出版社との協働の実態を明らかにした。日本
点字図書館所蔵の保存資料「保存箱No. 4：墨字原本寄贈」を調査した結果、点訳用選定委員会
が選定した選書合計 565 冊の照会は、全 9回にわたり、全国出版協会及び日本出版協会関係の合
計 109 社に届けられていたことが判明した。
Abstract：
This paper reported the publishers’ approval for an Iwanami plan in the Japan Blind Library 
1948‒1954. An investigation revealed several possibilities. One of these possibilities was that 
109 publishers could donate a selection of 565 books to the library.
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（1950）年 10 月 9 日のことである。しかし、法人化はしたものの経済的苦境は一向に改善され










でに底をついていたこの時に、起死回生の 2つの出来事が起こる。1つは、昭和 27 年の春、当
時、岩波書店専務の小林勇が訪問し、そして岩波書店が点訳に必要な図書はすべて無料で提供
してくれるという申し出があった。しかも、岩波の呼びかけで、文藝春秋・新潮社・中央公論




















図表 1　昭和 23 年の日本点字図書館の外観
（写真：日本点字図書館所蔵）


































岩波書店からの寄贈書は、「点訳通信 23 報」に第 1回分（新書 10 冊、文庫 14 冊、現代叢書 1
冊、少年文庫 4冊、計 29 冊）、「点訳通信 26 報」に第 2回分（少国民のために 3冊、全集 1冊、




「第 1回分」（図表 3）及び「第 2回分」（図表 4）の寄贈書一覧を示す。
書　名 著者名 発行年 備　考
音楽美入門 山根銀二 昭和 25 年 新書
三民主義と現代中国 岩村三千夫 昭和 24 年
ミケルアンヂェロ 羽仁五郎 昭和 14 年
禅と日本文化 鈴木大拙／北川桃雄 訳 昭和 15 年
続　禅と日本文化 鈴木大拙／北川桃雄 訳 昭和 17 年
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書　名 著者名 発行年 備　考
川釣り 井伏鱒二 昭和 27 年 新書
蒙古の旅　上巻 ハズルンド／内藤岩雄 訳 昭和 17 年
蒙古の旅　下巻 ハズルンド／内藤岩雄 訳 昭和 17 年
近代国家に於ける自由 ラスキ／飯坂良明 訳 昭和 26 年 現代叢書
共産党宣言 マルクス、エンゲルス
大内兵衛・向坂逸郎 訳
昭和 26 年 文庫
その前夜 ツルゲーネフ／湯浅芳子 訳 昭和 26 年
さすらひのオランダ人・タンホイザー ワアグナア／高木　卓 訳 昭和 26 年
旅は驢馬をつれて スティヴンソン／吉田健一 訳 昭和 26 年
恋ぶみ濫用 ケラー／関　泰祐 訳 昭和 26 年
守銭奴 モリエール／鈴木力衛 訳 昭和 26 年
ドン・ジュアン モリエール／鈴木力衛 訳 昭和 27 年
或る少女の死まで 室生犀星 昭和 27 年
魔風恋風　前篇 小杉天外 昭和 26 年
魔風恋風　後篇 小杉天外 昭和 26 年
項羽と劉邦 長与善郎 昭和 26 年
今戸心中 広津柳浪 昭和 26 年
ロビンフッドの愉快な冒険 Ｈ・パイル／村山知義 訳 昭和 26 年
続　ロビンフッドの愉快な冒険 Ｈ・パイル／村山知義 訳 昭和 26 年
名犬ラッド ターヒューン／岩田欣三 訳 昭和 26 年 少年文庫
クルミわりとネズミの王様 ホフマン／国松孝二 訳 昭和 26 年
ドン・キホーテ セルバンテス／永田寛定 訳 昭和 26 年
りこうすぎた王子 Ａ・ラング／光吉夏弥 訳 昭和 26 年
出典： 本間一夫編（1952）『点訳通信 23 報』日本点字図書館及び、緑川亨編（1988）『岩波書店 70 年』
岩波書店と照合し、筆者が作表した。
図表 4　岩波書店からの「第 2回分」寄贈書一覧
書　名 著者名 刊行年 備　考
日本人の祖先 長谷部言人 昭和 26 年 少国民のために
蚊のいない国 細井輝彦 昭和 27 年
私たちの太陽 関口鯉吉 昭和 27 年
砂漠と闘う人々 リッチ・コールダー／甲斐静馬 訳 昭和 27 年 新書
引力 季広田／岡崎俊夫 訳 昭和 27 年
平和の証言 杉捷夫 昭和 27 年










書　名 著者名 刊行年 備　考
人間の歴史の物語　下 ヴァン・ローン／日高六郎・
日高八郎 共訳
昭和 27 年 少年文庫
ガリヴァー旅行記 スウィフト／中野好夫 訳 昭和 26 年
続　ガリヴァー旅行記 スウィフト／中野好夫 訳 昭和 26 年
レスター先生の学校 ラム／西川正身 訳 昭和 27 年
世界をまわろう　上 V.M. ヒルター／光吉夏弥 訳 昭和 27 年
世界をまわろう　下 V.M. ヒルター／光吉夏弥 訳 昭和 27 年
水の子 キングスレイ／阿部知二 訳 昭和 27 年
デマの心理学 オルポート、ポストマン／
南　博 訳
昭和 27 年 現代叢書
今昔物語集（1） 丸山次郎 校訂 昭和 27 年 文庫
古今和歌集 尾上八郎 校訂 昭和 2年
新古今和歌集 佐々木信綱 校訂 昭和 4年
国性爺合戦 近松門左衛門 昭和 2年
七人の風来坊 ホーソン／福原麟太郎 訳 昭和 27 年
東洋の幻影 ピエール・ロティ／佐藤輝夫 訳 昭和 27 年






自殺について ショウペンハウエル／斎藤信治 訳 昭和 27 年
黒髪　他 近松秋江 昭和 27 年
同志の人々 山本有三 昭和 27 年
役の行者 坪内道遥 昭和 27 年
恩讐の彼方に
忠直卿行状記
菊池寛 昭和 27 年
木下杢太郎詩集 河盛好蔵 選 昭和 27 年
機械 横光利一 昭和 27 年
出典： 本間一夫 編（1953）『点訳通信 26 報』日本点字図書館及び、緑川亨編（1988）『岩波書店 70 年』
岩波書店と照合し、筆者が作表した。








貞明皇后御歌謹解 佐佐木信綱 昭和 26 年
夜や秋や日記 吉田絃二郎 昭和 24 年
歌集　仰日 伊藤保 昭和 26 年
現代短歌の話：短歌の基本問題（短歌選書） 松村英一 昭和 26 年
短歌入門ノオト（短歌選書） 佐藤佐太郎 昭和 26 年
俳句の解釈と鑑賞 俳句学会編 昭和 25 年
出典： 本間一夫 編（1953）『点訳通信 26 報』日本点字図書館、国立国会図書館オンラインで照合し、
筆者が作表した。
2．「点訳書選定委員会」の発足




第 1回選定委員会の詳細な記録は、昭和 28 年 1 月に発行した「点訳通信 26 報」に掲載されて
いる（本間 1953）。この紙面には、これまでの経緯とともに選定委員会委員が紹介された。








本間は、「点訳書選定委員会と出版界の協力」について、昭和 29 年 7 月発行の「点訳通信 35
報」にも詳細を報じている。
①点訳書選定委員会は一昨年 12 月以来 1カ月おきに継続して開催されていること、②定例日









































































図表 6－ 1　「第 1回　点訳用図書選定書」（計 9社、22 冊）
全国出版協会関係：出版社別の著者名及び書名（昭和 28 年 1 月 23 日付）
図表 6－ 2　「第 1回　点訳用図書選定書」（計 20社、28 冊）






































図表 7－ 2「第 2回　点訳用図書選定書」（計 11社、23 冊）
日本出版協会関係：出版社別の著者名及び書名

































































図表 9－ 1　「第 4回　点訳用図書選定書」（計 6社、16 冊）










図表 9－ 2　「第 4回　点訳用図書選定書」（計 20社、45 冊）
日本出版協会関係：出版社別の著者名及び書名（昭和 28 年 6 月 26 日付）








































図表 10－ 1　「第 5回　点訳用図書選定書」（計 9社、33 冊）





































図表 10－ 2　「第 5回　点訳用図書選定書」（計 21社、37 冊）
日本出版協会関係：出版社別の著者名及び書名（昭和 28 年 8 月 28 日付）












図表 11－ 1　「第 6回　点訳用図書選定書」（計 7社、15 冊）

























図表 11－ 2　「第 6回　点訳用図書選定書」（計 18社、28 冊）














図表 12－ 1　「第 7回　点訳用図書選定書」（計 7社、13 冊）



























図表 12－ 2　「第 7回　点訳用図書選定書」（計 25社、65 冊）
日本出版協会関係：出版社別の著者名及び書名（昭和 29 年 2 月 26 日付）





































図表 13　「第 8回　点訳用図書選定書」（計 27社、71 冊）







































図表 14　「第 9回　点訳用図書選定書」（計 38社、84 冊）
（昭和 29 年 10 月 1 日付）











































以上の結果、①点訳用図書選定委員会が決定した選定書は、昭和 28 年 1 月 23 日付～昭和 29
年 10 月 1 日付の書面をもって 9回発送されていたこと、また、②選定書を刊行した出版社はの




第 1回 昭和 28 年（1953）1 月 23 日付  50  28
第 2 回 （日付不明）  42  20
第 3 回 （日付不明）  66  32
第 4 回 昭和 28 年（1953）6 月 26 日付  61  26
第 5 回 昭和 28 年（1953）8 月 28 日付  70  30
第 6 回 昭和 28 年（1953）12 月 3 日付  43  25
第 7 回 昭和 29 年（1954）2 月 26 日付  78  32
第 8 回 昭和 29 年（1954）7 月 2 日付  71  27



























査した結果、昭和 27 年（1952）年 12 月 19 日に開催された第 1回点訳書選定委員会で決定され
た選書は、昭和 28 年（1953）1 月 23 日付の書面をもって全国出版協会と日本出版協会宛に送付
していたことが明らかとなった。本間は、当時の図書館の近況を『点訳通信点字版　第 17 信　






すなわち、①「（昭和 27 年）12 月 19 日、第 1回点訳書選定委員会開催。日本出版協会・鈴木剛
男、日本図書館協会・弥吉光長、国立国会図書館・山崎武雄、国立盲学校・阿佐博、当館・本間
一夫、加藤善徳ら。出版協会の斡旋により各出版社から点訳用活字書寄贈の途、開かれる」、②













本盲人図書館は、昭和 15年 11月 10日から視覚障害者の読書生活を支えてきた先駆的存在である。







 1．昭和 25（1950）年 11月、創立 10周年となる頃には、200余名の点訳奉仕者が誕生し 1,700冊の点訳書が作
成された。日本点字図書館の蔵書数は、昭和 24年 4,069冊、昭和 25年 5,159冊、昭和 26年 5,908冊、昭和
27年 7,056冊と増加の一途を辿った（日本点字図書館 50年史編集委員会 1994：234）。
 2．昭和 26（1951）年 3月に社会福祉事業法が制定、「点字図書館」は「第二種社会福祉事業」と規定された。
加藤は「民間の社会事業、特に第二種のそれは、大きな犠牲なしには育たない。それに使命を感じた人間
が、命がけでそれに一生をかける。伯父さんの小さな生涯も、この図書館に注ぎつくしたつもりだ」（加藤 
1975：21）、「社会福祉事業には、第一種と第二種とがある。第一種は人間を収容している施設で国から費用
が出るが、第二種は利用施設で、自分でまかなわなければならない。伯父さんたちは、今年は 6千万円も募
金しないと、この経営ができないんだよ。命がけさ。」（加藤 1975：26）と、来館した甥に述べている。
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頁
関係の合計 109 社から活字本が寄贈されるに至った史実が判明した。
さらにこの資料調査の分析をすすめ、出版社から寄贈書が届いた後に点訳者が点訳し、その点
訳書が所蔵されるに至る史実を探り、「日本点字図書館と出版社との協働」の全貌を明らかにす
ることが今後の課題である。
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